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喜志』険会へも健也をお酬も1してい*T. [>上映帽 「岨さまのレールJ(措帥附酬

.た ""ι 岨月売で字削闘しで 1分間.I!l'.<':うを きんの体験記.怖と輔の"の恥暗いた酬のγ

行います.みなさんの本緩や・R喝などでも実施して〈化 ニメ シ， ν.上映時

さるよう岨いします. 恥

t叫脚酬の白 川 6日間前B時l叫11>';' 1>定員 瑚人〈入場

T.崎..・・..の8"，811911働午前"時2分かり 嫡撃事〉

・・・記・lJ..HIII~ます T.し込み R J! 5 U 

広刷酬の彼処出'出.，傘ル1.;<':' 1叫んぶし.す. .でに闘で崎司M

t市値商玄関ホ ル'"8 11 4 U附-10m伺{l 日曙U 搬公.，畢へ.

"除く)

t扇 劃醐 ロビー---8月"日凶-18，!附〈月曜日晴

" 
親と子の施設見学会
8 JI 1日-"の 同 の 週l司」に日み市と ホ

削げ日日間川駅周.，監す圃

【と き】8!1211ωq陶9時半〈巾を役所j色関. 

.. 駐の，-午後3時，

【企ころ1'I¥i[1ダム附印刷

【定員} 小・ 'I''l'~生とその保護 lnoo人
【得色倒】弁吋筆記瑚只rl(::

【・し品】はがきI，!t所氏名

学11:、電量IP;i，a
いて 1JlZS日.でに

l怖勝広W公隠a、
多い嶋合"姐湿.

曜

而E王正フェスコディパル
「八重桜祭」出場者在募集
Hごろの酬の師出う柑酬しで〈闘い.

【と 曾】"月 15[J(!-).16日凶

【とこ 引 史跡文化匂>.ー(三象人略ーr目)
同 門】剛"，舞踊帽沼目、紬

('場三味線尺八IU!)，得費量 〈受.

歯車袋 パンド演袋"ど〉 歌(跨吟

蝿 ヨーラスえなど) そ の 他 (醐

IU!) 

【・ 加..】 市在住 a，防の^に似り.す.

【醐し帥】市嗣文化問醐えf仰の醐で7

""日.でS園多い場合'"由選。くわ

L く凶同S壊れ .

帽しみんだより開 舗を酬しています.
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' 7月 ・日月は宵~年在非行方、ら守る強調月岡

7月 ・8月は青少年を

育
非行から守る強調月間

て
夏休みにλ晶と、ややもすると事E的世解肱誼か

よらFども丹4・M申るみも非行にはL畠場合ιでて.

ます. つ下ども4是非行から守るためには、車臨や地域的.

."を充実す畠 ζ とがk切です。干どもは担岳ι、由 dし、

.止と Lて院長し、祖国笹を見て宵ちます.車畦で

とは世田ようなこ止に気をつげま c，う.

地、

家庭はやすらぎの場 り
申うたりとユ モアの品昌明畠かムー ド、それが

だ子Eもを.行から守ります，

と
家庭は子どもを保護する場

d田也、
子ども自制みを聞いて島げる制 f円割がら、むや L 、

みな干'は，けて、と由記はそうと見守りま c，う.

家庭は子どもをしつける場

や

り
おとうさん、おかあ害ん、LうかりL，I，人生申日

的をもち、子育てには日 f~ '1をも 司て Lつけま C ，う.

⑧亙亙亙忌亘ヨP
家胞かり酬されるゴ は rtiが無事事で処聞していますが

会社<酎かり附きれ.æ;:f ~I:市で"酬しま払 ~t，

引っ舗しゃ総本のせん;uはどで 略的ι多量置に出るゴミ

も市で収集"ぜん.

ζ 川のゴ~I:. n抑制.醐"'"υ，品'"
ニ)ヘ般人するか、 6)慢の 般険'貨物収集週E・u~ r..に仏領
Lてくt"~きい.

これりの業lOlf.，1;の'何回げで刊でー酬魚"の

収集還"を行q てい.す.

E量f主浄化憎の清舗は浄化制曲作l凶〈金If.， 8方

式の靴備はおおむ釘 5 叫1 日記 1 剛~.l )唱す，こ

とが..づけ bれていますので、 市の許可を受けた，，"の

.帥柑醐可制へ附してげさい.

一般廃棄物処分手数料
0一般家庭か切 崎的多慣に附たゴミを自分で環嶋守j時E

N 入する叫 I∞岡山燃料〈以上闘争川

につ曾倒'J~'必船.

04l;J;~長ゴ 会事業信が環境繍，工場へ織人する場合"、

叫につ阜剛叫甥です.

問い合わせ

鍾.湘.工栂への織入 U同工場〈曾⑮ 30 0 0)、許可

岡山 1い .

31m""，，， 

こんなときは早めに
少年指導センターへ

・学伎をする休唱する
・家であまれる
・タバコシンナをすっているようだ
・夜遊びか多い
・家のお金を待ち出す
・子ども自身のさまざまな悩みなど

舗の揃み 子どもの悩みの附按i応じ H ，

(梅街厳拘

市極賢少年指.<陸μタ 曾@1 1 1 1 

同各l岬刷、】，的年欄4聞が酬で

の非行動止や<<.，"かりの制厳に応じています. 

••• 

• 
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